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収
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台
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一

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
廃
止

明
治
十
三
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
刑
法
の
第
一
編
第
七
章
「
数
罪
倶
発
」
第
一
〇
〇
条
第
一
項
の
「
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
、
未
ダ
判
決
ヲ
経

ズ
、
二
罪
以
上
、
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
テ
処
断
ス
。」（
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）
と
い
う
条
文
に
定
め
ら
れ
て

い
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
は
、
明
治
四
十
年
に
公
布
さ
れ
た
現
行
刑
法
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
明
治
四
十
年

二
月
に
第
二
十
三
回
帝
国
議
会
に
政
府
が
刑
法
改
正
案
を
提
出
し
た
際
に
配
布
さ
れ
た
「
刑
法
改
正
案
参
考
書
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
（
日
本
立
法
資
料
全
集
26
『
刑
法
〔
明
治
40
年
〕（
⚖
）』
信
山
社
、
一
九
九
五
年
。
三
〇
七
頁
）。

現
行
法
（
旧
刑
法
を
指
す
。
佐
立
注
。）
は
、
数
罪
倶
発
の
場
合
に
於
て
、
違
警
罪
を
除
く
外
は
、
所
謂
吸
収
主
義
に
依
り
、
数
個
の

犯
罪
中
、
一
の
重
に
従
て
処
断
す
る
主
義
を
採
れ
り
。
是
を
以
て
、
一
度
罪
を
犯
し
た
る
者
は
、
其
裁
判
確
定
に
至
る
ま
で
、
幾
度
之
と

同
等
、
若
く
は
之
よ
り
軽
き
罪
を
犯
す
と
雖
も
、
後
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
は
、
常
に
第
一
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
に
吸
収
せ
ら
れ
、
後
の
犯

罪
は
全
く
処
罰
を
受
く
る
こ
と
な
き
結
果
を
生
ず
。
加
之

し
か
の
み
な
ら
ず

、
一
罪
を
犯
し
た
る
者
と
数
罪
を
犯
し
た
る
者
と
は
、
常
に
同
一
の
刑
を

以
て
処
断
せ
ら
る
る
に
至
り
、
頗
る
不
当
の
結
果
を
来
た
す
を
以
て
、
改
正
案
は
此
主
義
を
排
斥
し
、
所
謂
併
科
主
義
を
採
り
、
一
罪
毎

に
各
其
刑
を
科
す
る
こ
と
を
原
則
と
為
し
た
り
。（
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）

こ
の
文
章
は
、
明
治
三
十
三
年
の
「
刑
法
改
正
案
」
の
理
由
書
の
文
章
（
日
本
立
法
資
料
全
集
21
『
刑
法
〔
明
治
40
年
〕（
⚒
）』
信
山

社
、
一
九
九
三
年
。
五
二
一
頁
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
（
山
火
正
則
「
現
行
併
合
罪
規
定
の
成
立
過
程
」
荘
子
邦
雄
先
生
古
稀
祝
賀
『
刑

関
法

第
七
一
巻
五
号

二

(一
四
七
七
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事
法
の
思
想
と
理
論
』
所
収
、
第
一
法
規
、
平
成
三
年
。
二
二
〇
頁
か
ら
一
頁
）。

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
が
定
め
る
吸
収
主
義
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
六
十
五
条
第
二
項
に
由
来
す

る
、
と
認
識
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
実
は
、
清
律
の
名
例
律
、
二
罪
倶
発
以
重
論
条
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
前
稿
「
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発

条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て
」（
本
誌
前
号
掲
載
）
で
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
併
合
罪
の
処
断
方
法
に
つ
い
て
、
旧
刑
法
の
草
案
で
あ
る
『
日
本
刑
法
草
案
』
の
編
纂
会
議
で
、「
現
今
、
欧
羅

巴
各
国
の
刑
法
に
て
は
、
大
抵
、
併
科
す
る
の
原
則
を
用
ゆ
れ
ど
も
、
只
仏
国
刑
法
而の

已み

一
の
重
き
に
従
ふ
の
原
則
に
仍
る
。」（『
日
本

刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
一
年
。
三
三
三
頁
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁

点
を
附
け
た
。）
と
述
べ
、
ま
た
、『
刑
法
草
按
注
解
』
上
（
明
治
十
七
年
。
日
本
立
法
資
料
全
集
⚘
〔
旧
刑
法
別
冊
（
⚑
）〕
信
山
社
、

一
九
九
二
年
。
三
一
五
頁
）
に
「
此
原
則
（
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
指
す
。
佐
立
注
。）
も
亦
、
誹
議
す
る
も
の
な
き
を
得
ず
。
而
し
て

白
耳
義
・
意
太
利
・
独
逸
等
の
如
き
は
、
現
に
此
法
を
廃
止
せ
り
。」（
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
を
附
け
た
。）
と
記
し
て
い

る
。司

法
省
第
八
局
編
輯
『
刑
法
表
』（
明
治
十
六
年
。
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
二
八
八
、
信
山
社
、
平
成
十
五
年
）
の
「
数
罪
倶
発
」

の
項
を
見
る
と
、
一
八
六
七
年
に
制
定
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
刑
法
の
第
六
十
一
条
に
「
重
罪
ヲ
犯
ス
者
、
軽
罪
又
ハ
違
警
罪
ノ
一
個
若
ク
ハ

一
個
以
上
、
倶
発
ス
ル
ト
キ
ハ
、
唯
重
罪
ヲ
以
テ
論
ジ
、
其
罪
ヲ
科
ス
可
シ
。」（
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。
以
下
同
じ
。）、
第
六
十

二
条
の
前
半
に
「
重
罪
数
犯
ノ
者
ハ
、
其
重
キ
ニ
従
テ
論
ズ
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ベ
ル
ギ
ー
刑
法
で
は
併
合
罪
の
吸
収
主
義
が
採

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
六
十
二
条
の
後
半
に
「
若
シ
其
罪
、
有
期
徒
刑
・
有
期
禁
錮
若
ク
ハ
徒
場
駆
役
ニ
該
ル

者
ハ
、
本
刑
ニ
一
等
ヲ
加
ヘ
テ
五
年
ニ
至
ル
コ
ト
ア
リ
。」、
第
五
十
八
条
に
「
違
警
罪
数
個
ヲ
犯
ス
者
ハ
、
其
各
犯
罪
条
ニ
従
テ
罪
ヲ
科

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

三

(一
四
七
六
)



ス
可
シ
。」、
第
六
十
条
に
「
数
軽
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
、
其
各
犯
ニ
従
テ
刑
ヲ
科
ス
。
但
シ
軽
罪
律
中
最
モ
重
キ
モ
ノ
ヲ
倍
加
ス
ル
ニ
過
ギ
ザ

ル
ナ
リ
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ル
ギ
ー
刑
法
で
は
、
重
罪
の
併
合
罪
の
加
重
主
義
、
違
警
罪
の
併
合
罪
の
併
科
主
義
、
軽

罪
の
併
合
罪
の
制
限
併
科
主
義
も
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
旧
刑
法
の
編
纂
当
時
、
併
合
罪
に
対
す
る
処
断
方
法
は
吸
収
主
義
を
原
則
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
刑
事
法
典
は
、
知
ら
れ
る

限
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
及
び
清
律
、
そ
し
て
清
律
を
継
受
し
た
『
新
律
綱
領
』
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二

オ
ル
ト
ラ
ン
の
説
明

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
刑
法
の
師
で
あ
る
オ
ル
ト
ラ
ン
（
J.O
rtolan）
は
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
、『
刑
法
の
諸
要

素
』（
Élém
ents
de
D
roit
Pénal,Paris,1886）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
第
一
冊
第
一
巻
第
二
部
第
四
編
第
一
章

「
数
罪
の
併
合
、
ま
た
は
反
復
に
つ
い
て
」
第
二
節
「
実
定
法
及
び
判
例
に
よ
れ
ば
」
第
一
一
六
一
号
。
五
五
一
頁
か
ら
二
頁
）。
和
訳
に

当
た
っ
て
は
、
ヲ
ル
ト
ラ
ン
著
井
上
正
一
訳
『
仏
国
刑
法
原
論
』
第
一
帙
下
巻
（
明
治
二
十
一
年
。
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
一
三
五
、

信
山
社
、
平
成
十
一
年
。
五
九
七
頁
か
ら
九
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

【和
訳
】

ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
に
由
来
す
る
格
言
（『
学
説
彙
纂
』
第
四
十
七
巻
第
一
章
「
私
的
な
違
反
に
つ
い
て
」
第
二
法
文
の
「
同
時
に
起
こ
っ

た
複
数
の
違
反
は
、
決
し
て
、
い
ず
れ
か
の
違
反
の
不
罰
が
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
も
た
ら
さ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
違
反
は
、
他
の
違

関
法

第
七
一
巻
五
号

四

(一
四
七
五
)



反
に
よ
っ
て
は
罰
を
軽
減
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
の
学
説
を
指
す
。
佐
立
注
。）
は
、
全
く
反
対
の
意
味
を
も
つ
、

一
つ
の
別
の
法
格
言
が
、
同
時
に
、
古
い
判
例
の
中
で
通
用
し
て
い
た
、
と
い
う
状
況
を
妨
げ
な
か
っ
た
。
そ
の
法
格
言
と
は
「
よ
り
大

き
な
罰
は
、
よ
り
小
さ
な
罰
を
吸
収
す
る
。（
原
文
。
M
ajor
poena
m
inorem
absorbet.）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

法
格
言
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
複
数
の
刑
罰
が
、
そ
れ
自
体
の
性
質
に
よ
り
、
あ
る
い
は
当
時
の
慣
習
に
よ
り
、
並
立
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
た
め
、
併
科
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
吸
収
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
、
と
理
解

さ
れ
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
複
数
の
刑
罰
が
並
立
で
き
な
い
場
合
か
ら
、
複
数
の
刑
罰
が
並
立
で
き
な
い
の
で
は
な
い
場

合
に
も
、
こ
の
法
格
言
を
適
用
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
こ
の
法
格
言
を
、
併
合
罪
の
一
般
的
で
抑
制
的
な
規
則
と
し
て
、
刑
罰
の
併
科

の
規
則
の
代
わ
り
に
用
い
る
た
め
に
、
こ
の
法
格
言
を
よ
り
広
い
意
味
に
理
解
す
る
こ
と
の
正
し
さ
を
主
張
し
た
幾
人
か
の
刑
法
学
者
が

存
在
し
た
。
こ
の
意
見
は
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
で
賛
同
を
得
た
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
即
ち
カ
ー
ル
五
世
の
刑
事
法
典
（
原
注
。
一
五
三
〇
年
・

一
五
三
二
年
の
）
に
置
か
れ
て
い
る
一
つ
の
独
特
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
が
こ
の
よ
う
な
方
角
に
向
か
う
こ
と
に
貢
献
し
た
（
原
注

⚑
）。（
後
略
）

（
原
注
⚑
）
第
一
六
三
条
「
一
つ
の
窃
盗
行
為
に
つ
い
て
、
前
の
諸
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
加
重
情
状
の
一
つ
以
上
が
存
在
す
る
と
き

は
、
最
も
厳
し
い
加
重
に
従
っ
て
、
刑
罰
が
宣
告
さ
れ
る
。」（
後
略
）

右
の
説
明
の
中
で
、「
よ
り
大
き
な
罰
は
、
よ
り
小
さ
な
罰
を
吸
収
す
る
。」
と
い
う
法
格
言
を
併
合
罪
の
一
般
的
な
規
則
と
し
て
用
い

る
方
角
に
ド
イ
ツ
の
判
例
が
向
か
う
こ
と
に
貢
献
し
た
法
規
と
し
て
オ
ル
ト
ラ
ン
が
掲
げ
て
い
る
カ
ロ
リ
ー
ナ
刑
事
法
典
第
一
六
三
条
は
、

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

五
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オ
ル
ト
ラ
ン
自
身
が
lLorsque
dans
un
volily
aura
plus
d̀
une
des
circonstances
aggravantes
…
zと
訳
し
て
い
る
よ
う
に
、

一
つ
の
窃
盗
行
為
（
un
vol）
が
複
数
の
加
重
情
状
を
持
つ
と
き
に
適
用
さ
れ
る
法
規
で
あ
っ
て
、
併
合
罪
に
対
す
る
処
断
方
法
を
定
め

た
法
規
で
は
な
い
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
刑
事
法
典
が
定
め
る
窃
盗
行
為
の
加
重
情
状
と
は
、
塙
浩
訳
「
カ
ル
ル
五
世
刑
事
裁
判
令
（
カ
ロ
リ

ナ
）」（
塙
浩
著
作
集
⚔
『
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
刑
事
法
史
』
所
収
、
信
山
社
、
平
成
四
年
）
に
拠
れ
ば
、
救
助
を
求
め
る
悲
鳴
を
あ
げ
ら

れ
た
こ
と
、
追
跡
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
、
住
居
に
登
床
し
た
こ
と
、
住
居
を
破
開
し
た
こ
と
、
武
器
を
携
行
し

た
こ
と
、
再
犯
で
あ
る
こ
と
、
三
犯
で
あ
る
こ
と
、
五
グ
ル
デ
ン
以
上
の
価
値
の
物
を
盗
ん
だ
こ
と
で
あ
る
（
第
一
五
七
条
か
ら
第
一
六

二
条
）。
カ
ロ
リ
ー
ナ
刑
事
法
典
の
原
文
は
、
H
.
Zoepfl
編
D
ie
Peinliche
Gerichtsordnung
K
aiser
K
arl̀s
V
.
nebst
der

Bam
berger
und
der
Brandenburger
H
alsgerichtsordnung,1883
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
た
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
ル
ト
ラ
ン
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
刑
事
法
典
に
至
る
西
欧
諸
国
の
成
文
刑
法
の
中
に
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
た
法

規
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
罪
刑
法
定
主
義
が
存
在
せ
ず
、
罪
刑
擅
断
主
義
に
従
っ
て
裁
判

が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
に
、
併
合
罪
の
処
断
方
法
の
中
で
最
も
抑
制
的
な
吸
収
主
義
を
用
い
る
こ
と
を
裁
判
官
に
命
ず
る
法
規
を
作
ろ
う

と
す
る
立
法
者
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
オ
ル
ト
ラ
ン
が
「
古
い
判
例
の
中
で
通
用
し
て
い
た
（
原
文
。
eût
cours…
dans
l̀

ancienne
jurisprudence）」
と
述
べ
る
「
よ
り
大
き
な
罰
は
、
よ
り
小
さ
な
罰
を
吸
収
す
る
。」
と
い
う
法
格
言
は
、
複
数
の
刑
罰
が

並
立
で
き
な
い
（
incom
patibles）
場
合
、
例
え
ば
、
そ
れ
ら
が
死
刑
と
追
放
刑
と
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当

た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
六
五
条
第
二
項
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
に
つ
な
が

る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
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三

ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
第
十
五
条

そ
れ
で
は
、
西
欧
諸
国
の
刑
事
法
の
中
で
、
最
初
に
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
た
法
規
は
ど
れ
で
あ
ろ
う
か
。
オ
ル
ト
ラ
ン
は
、
前

掲
『
刑
法
の
諸
要
素
』（
同
上
第
一
一
六
二
号
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
前
掲
井
上
正
一
訳
（
五
九
九
頁
）
を
参
考
に
し
て
訳
し

た
。【和

訳
】

結
局
、
我
々
は
、
過
去
の
吸
収
の
規
則
を
、
十
八
世
紀
の
啓
蒙
哲
学
の
影
響
（
les
inspirations）
の
も
と
に
布
告
さ
れ
た
一
つ
の
刑

法
典
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
法
律
の
明
文
の
中
に
見
出
だ
す
。
そ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
た
め
の
（
原
注
。
一
七
八
七
年
一
月
一
日

の
）、
皇
帝
ヨ
ー
セ
フ
二
世
の
刑
法
典
の
第
十
五
条
で
あ
る
。「
も
し
犯
罪
者
が
、
異
な
る
数
個
の
罪
に
よ
っ
て
有
罪
で
あ
る
と
き
は
、
刑

罰
は
、
最
も
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
罪
を
考
慮
し
て
科
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

し
か
し
、
足
立
昌
勝
「「
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
」
試
訳
（
一
）」（『
法
経
論
集
』
第
四
十
一
号
掲
載
、
静
岡
大
学
法
経
短
期
大
学
部
、

一
九
七
八
年
）
に
拠
れ
ば
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
第
十
五
条
に
は
、
オ
ル
ト
ラ
ン
が
掲
げ
た
条
文
に
続
い
て
、「
し
か
し
同
時
に
、
処

罰
の
加
重
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
犯
罪
が
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
足
立
訳
、
六
十
八
頁
）。
よ
っ
て
、

こ
の
条
文
が
定
め
る
併
合
罪
の
処
断
方
法
は
、
純
粋
な
吸
収
主
義
で
は
な
く
、
裁
量
加
重
主
義
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
処
断
方
法
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
こ
の
条
文
が
定
め
る
併
合
罪
の
処
断
方
法
の
中
に
吸
収
主
義
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
オ
ル
ト
ラ
ン
に
従
っ

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

七
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て
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
第
十
五
条
を
、
西
欧
諸
国
の
刑
法
の
中
で
最
初
に
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
た
法
規
で
あ
る
と
認
め
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

足
立
前
掲
「
試
訳
」
は
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
罪
刑
法
定
主
義
を
採
用
し
（
原
注
。
公
布
勅
令
・
第
一
条
）、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
主
張
し
た
よ
う
な
意
味
で
、
裁
判
官
を
厳
格
に
法
律
に
拘
束
さ
せ
た
（
原
注
。
第
一
三
条
）。」（
六
十
二
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
が
罪
刑
法
定
主
義
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
条
に

「
法
律
に
違
反
す
る
す
べ
て
の
行
為
が
、
刑
事
犯
な
の
で
は
な
い
。
本
法
に
刑
事
犯
と
規
定
さ
れ
て
い
る
法
律
に
違
反
す
る
行
為
の
み
が
、

刑
事
犯
と
み
な
さ
れ
、
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」（
足
立
訳
、
六
十
五
頁
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
は
、
罪

刑
法
定
主
義
の
要
件
の
う
ち
、
各
犯
罪
の
内
容
が
あ
ら
か
じ
め
法
律
の
中
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
要
件
は
充
た
し
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
第
十
三
条
に
「
刑
事
裁
判
官
は
、
法
律
で
悪
行
に
関
す
る
刑
罰
の
量
と
種
類
が
厳
格
に
明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

法
律
の
字
義
通
り
の
執
行
に
拘
束
さ
れ
る
。」（
足
立
訳
、
六
十
八
頁
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ

刑
法
典
に
は
、「
悪
行
に
関
す
る
刑
罰
の
量
と
種
類
が
厳
格
に
明
文
で
定
め
ら
れ
て
」
い
な
い
条
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
五

十
三
条
は
「
騒
擾
・
騒
乱
の
罪
（
中
略
）
に
お
い
て
は
、
軍
法
会
議
の
手
続
が
採
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
で
は
犯
罪
と
犯
罪
者

を
い
ろ
い
ろ
と
考
慮
し
て
す
べ
て
の
種
類
の
刑
罰
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。」（
足
立
訳
、
七
十
六
頁
か
ら
七
頁
）
と
定
め
て
い
る
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
第
二
十
一
条
に
「
鎖
刑
、
公
共
労
働
を
課
し
た
懲
役
刑
、
懲
役
刑
（
中
略
）
は
、
犯
罪
者
の
状
態
に
応
じ
て
、
期
間
の
延

長
も
し
く
は
よ
り
一
層
厳
し
い
も
の
を
附
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
加
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
足
立
訳
、
七
十
頁
）
と
定
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
は
、
裁
判
官
が
裁
量
で
法
定
刑
を
加
重
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
要
件
の
う
ち
、
各
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
が
あ
ら
か
じ
め
法
律
の
中
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
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と
、
と
い
う
要
件
を
充
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
一
七
八
七
年
一
月
十
三
日
の
公
布
勅
令
に
、「
犯
罪
と
刑
罰
と
の
間
に
合
理
的
な

均
衡
を
与
え
、
そ
の
印
象
が
一
時
的
に
終
ら
な
い
よ
う
に
両
者
に
一
定
の
関
係
を
定
め
る
た
め
に
、
犯
罪
と
刑
罰
に
関
す
る
一
般
法
を
命

令
で
も
っ
て
公
布
す
る
。」（
足
立
訳
、
六
十
四
頁
）
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
の
立
法
者
は
、
犯
罪
と
刑
罰
と
の

「
合
理
的
な
均
衡
」
を
、
各
犯
罪
と
そ
れ
ぞ
れ
釣
り
合
う
刑
罰
を
あ
ら
か
じ
め
法
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
裁
判
官
が
裁

量
で
法
定
刑
を
加
重
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
併
合
罪
の
処
断
方
法
に
つ
い
て

も
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
の
立
法
者
は
、
吸
収
主
義
を
採
用
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
吸
収
主
義
に
よ
る
刑
罰
を
裁
判
官
が
裁
量
で
加
重

す
る
処
断
方
法
を
も
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
と
い
う
発
想
を
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
の
立
法
者
が
ど
こ

か
ら
得
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四

陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
一
七
九
一
年
の
法
律
の
一
条
文

次
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
法
の
中
で
、
最
初
に
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
た
法
規
は
ど
れ
で
あ
ろ
う
か
。
オ
ル
ト
ラ
ン
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
（
同
上
書
第
一
一
六
三
号
前
半
）。
前
掲
井
上
正
一
訳
（
五
九
九
頁
）
を
参
考
に
し
て
訳
し
た
。

【和
訳
】

我
が
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
七
八
九
年
の
革
命
の
後
で
、
軽
罪
ま
た
は
違
警
罪
の
諸
法
律
も
、
一
七
九
一
年
の
刑
法
典
も
、
後
に
、
一
八

一
〇
年
の
刑
法
典
も
、
併
合
罪
に
つ
い
て
の
規
則
を
定
め
な
か
っ
た
。
た
だ
、
憲
法
制
定
議
会
が
、
陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
一
七
九
一

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

九

(一
四
七
〇
)



年
の
法
律
の
中
で
、
重
罪
院
の
活
動
に
関
し
て
、
及
び
、
被
告
人
の
責
任
を
め
ぐ
る
口
頭
弁
論
の
過
程
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
新
し
い
罪
に

関
し
て
、
そ
の
法
律
の
一
つ
の
規
定
を
設
け
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
規
定
の
趣
旨
に
従
っ
て
、
来
た
る
べ
き
規
則
は
、
最

も
重
い
罪
に
当
た
る
刑
罰
は
、
よ
り
軽
い
罪
に
当
た
る
刑
罰
を
吸
収
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
原
注
⚓
）。

（
原
注
⚓
）
刑
事
裁
判
、
及
び
陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
一
七
九
一
年
九
月
二
十
九
日
の
法
律
、
第
七
編
「
審
理
と
証
拠
と
に
つ
い

て
」
第
四
十
条
「
も
し
被
告
人
が
、
起
訴
状
の
中
に
記
さ
れ
た
事
実
が
認
定
さ
れ
た
と
（
陪
審
か
ら
。
佐
立
注
。）
宣
告
さ
れ
た
と
き
は
、

彼
は
、（
口
頭
弁
論
に
よ
っ
て
彼
の
責
任
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
。
オ
ル
ト
ラ
ン
注
。）
新
し
い
事
実
を
理
由
と
し
て
、
再
び
訴
え

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
も
し
彼
が
、
第
二
の
罪
が
認
定
さ
れ
た
と
宣
告
さ
れ
る
な
ら
ば
、
彼
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
第
一
の

罪
に
当
た
る
刑
罰
よ
り
も
、
第
二
の
罪
に
当
た
る
刑
罰
の
方
が
重
い
場
合
に
し
か
、（
第
二
の
罪
に
当
た
る
。
佐
立
注
。）
刑
罰
を
受
け
な

い
。
そ
の
場
合
に
は
、
彼
は
（
第
一
の
罪
に
対
す
る
。
佐
立
注
。）
判
決
の
執
行
を
（
第
二
の
罪
に
対
す
る
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
。
佐

立
注
。）
延
期
さ
れ
る
。（
第
二
の
罪
に
対
す
る
判
決
が
下
さ
れ
、
第
二
の
罪
に
当
た
る
刑
罰
の
方
が
重
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き

は
、
第
一
の
罪
に
対
す
る
判
決
が
科
す
る
刑
罰
は
執
行
さ
れ
な
い
。
佐
立
注
。）」

刑
事
裁
判
、
及
び
陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
一
七
九
一
年
九
月
二
十
九
日
の
法
律
は
、
沢
登
佳
人
「
邦
訳
・
大
革
命
期
フ
ラ
ン
ス
の
刑

事
訴
訟
立
法
（
そ
の
一
）、
治
安
警
察
、
刑
事
司
法
お
よ
び
陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
デ
ク
レ
（
一
七
九
一
年
九
月
一
六
―
―
二
九
日
）」

（『
法
政
理
論
』
第
十
七
巻
第
一
・
二
号
掲
載
、
新
潟
大
学
、
一
九
八
四
年
）
の
翻
訳
が
あ
る
。
オ
ル
ト
ラ
ン
が
引
用
す
る
同
法
律
第
七
編

第
四
十
条
は
、
A
.A
.Carette,Lois
A
nnotées
ou
Lois,D
écrets,O
rdonnances,1789
à
1830.Paris
を
見
て
確
認
し
た
。
本
条

の
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
沢
登
訳
を
参
考
に
し
た
。

関
法

第
七
一
巻
五
号

一
〇

(一
四
六
九
)



本
条
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
定
め
方
が
全
く
異
な
る
の
で
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
第
十

五
条
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
わ
ず
か
数
年
違
い
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
二
国
で
、
互
い

に
関
係
な
く
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
そ
れ
ぞ
れ
の
刑
事
法
に
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。

五

一
七
九
五
年
の
罪
刑
法
典
の
第
四
四
六
条

オ
ル
ト
ラ
ン
は
続
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
同
上
書
第
一
一
六
三
号
後
半
）。
前
掲
井
上
正
一
訳
（
五
九
九
頁
か
ら
六
〇
〇
頁
）
を

参
考
に
し
て
訳
し
た
。

【和
訳
】

共
和
暦
四
年
霧ブ

リ
ュ

月メ
ー
ル

（
三
日
。
西
暦
一
七
九
五
年
十
月
二
十
五
日
。
佐
立
注
。）
の
犯
罪
及
び
刑
罰
の
法
典
、
そ
し
て
最
後
に
、
一
八

〇
八
年
の
刑
事
訴
訟
法
典
は
、（
陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
一
七
九
一
年
の
法
律
第
七
編
第
四
十
条
と
。
佐
立
注
。）
同
じ
定
め
方
に
従
っ

た
（
原
注
⚑
）。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
刑
法
典
の
総
則
の
中
に
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
抑
制
の
法
律
の
こ
の
重

要
な
問
題
（
併
合
罪
の
処
断
方
法
。
佐
立
注
。）
に
つ
い
て
、
我
々
は
刑
法
典
の
中
に
一
つ
の
条
文
も
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、

刑
事
訴
訟
法
典
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
を
指
す
。
佐
立
注
。）
の
二
つ
の
条
文
（
原
注
。
第
三
六
五
条
・
第
三
七
九
条
）
が
、「
陪

審
に
委
ね
ら
れ
る
事
件
に
つ
い
て
」
の
編
に
、
そ
し
て
「
判
決
及
び
執
行
に
つ
い
て
」
の
節
に
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
原
注
⚑
）
共
和
暦
四
年
霧
月
三
日
の
犯
罪
及
び
刑
罰
の
法
典
、
第
七
編
「
判
決
及
び
執
行
に
つ
い
て
」
第
四
四
六
条
「
有
罪
判
決
に

先
立
つ
口
頭
弁
論
の
間
に
、
証
拠
に
よ
っ
て
か
、
証
人
の
陳
述
に
よ
っ
て
か
、
起
訴
状
の
中
に
記
さ
れ
た
事
実
と
は
別
の
事
実
に
つ
い
て
、

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

一
一

(一
四
六
八
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被
告
人
が
被
疑
者
と
さ
れ
た
と
き
は
、
重
罪
裁
判
所
は
、
重
罪
裁
判
所
が
開
廷
さ
れ
る
地
の
陪
審
指
導
判
事
の
前
に
、
こ
の
新
し
い
事
実

を
理
由
と
し
て
、
被
告
人
が
訴
え
ら
れ
る
こ
と
を
命
ず
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
こ
の
新
し
い
事
実
が
、
第
一
の
事
実
よ
り
も
厳
し
い
刑

罰
に
値
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。」

オ
ル
ト
ラ
ン
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
罪
刑
法
典
第
四
四
六
条
に
は
、
オ
ル
ト
ラ
ン
が
引
用
し
た
文
章
に
続
い
て
、「
こ
の
場
合
、
裁

判
所
は
、
新
し
い
事
実
に
対
す
る
判
決
の
後
ま
で
、
第
一
の
刑
罰
の
執
行
を
延
期
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

共
和
暦
四
年
霧
月
三
日
の
犯
罪
及
び
刑
罰
の
法
典
は
、
沢
登
佳
人
・
藤
尾
彰
・
鯰
越
溢
弘
「
邦
訳
・
大
革
命
期
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟

立
法
（
そ
の
二
）、
罪
刑
法
典
（
一
）（
革
命
暦
四
年
霧
月
三
日
）」（『
法
政
理
論
』
第
十
七
巻
第
四
号
掲
載
、
新
潟
大
学
、
一
九
八
五
年
）

の
翻
訳
が
あ
る
。
オ
ル
ト
ラ
ン
が
引
用
す
る
同
法
典
第
二
巻
第
七
編
第
四
四
六
条
は
、
前
掲
Lois
A
nnotées
ou
Lois,
D
écrets,

O
rdonnances,1789
à
1830.を
見
て
確
認
し
た
。
本
条
の
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
沢
登
・
藤
尾
・
鯰
越
訳
を
参
考
に
し
た
。

本
条
は
、
前
節
に
掲
げ
た
陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
一
七
九
一
年
の
法
律
の
第
七
編
第
四
十
条
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

後
者
で
は
、
第
一
の
犯
罪
事
実
を
め
ぐ
る
口
頭
弁
論
の
間
に
第
二
の
犯
罪
事
実
が
発
覚
し
た
と
き
は
、
第
一
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
裁
判

に
続
い
て
、
第
二
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
裁
判
が
行
わ
れ
、
そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
刑
罰
を
比
べ
て
、
重
い
方
を

科
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
本
条
で
は
、
第
二
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
刑
罰
が
、
第
一
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
刑
罰
よ
り
も
重
い
と
考
え

ら
れ
る
と
き
だ
け
、
第
二
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
裁
判
が
行
わ
れ
、
実
際
に
第
二
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
刑
罰
の
方
が
重
い
と
き
は
、
そ

の
刑
罰
を
科
し
、
軽
い
と
き
は
、
第
一
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
刑
罰
を
科
す
る
の
で
あ
る
。

一
八
〇
八
年
に
公
布
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
第
三
七
九
条
は
、
本
条
を
改
正
し
た
条
文
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
第
二
の

関
法

第
七
一
巻
五
号
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犯
罪
事
実
に
つ
い
て
、
被
告
人
に
拘
留
中
の
共
犯
者
が
い
る
と
き
に
も
、
第
二
の
犯
罪
事
実
に
対
す
る
裁
判
が
行
わ
れ
る
、
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
七
九
条
は
、
前
稿
「
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て
」（
本
誌
前
号

掲
載
）
第
六
節
に
掲
げ
て
あ
る
。

六

ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
六
五
条

オ
ル
ト
ラ
ン
は
、
続
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
六
五
条
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
第
一
一
六
四
号
・
第
一
一

六
五
号
第
一
段
）。
前
掲
井
上
正
一
訳
（
六
〇
〇
頁
か
ら
二
頁
）
を
参
考
に
し
て
訳
し
た
。

【和
訳
】

し
か
し
、
一
八
〇
八
年
の
立
法
者
は
、
一
七
九
一
年
の
立
法
者
及
び
共
和
暦
四
年
霧
月
の
立
法
者
を
全
く
模
範
と
し
な
が
ら
も
、
彼
に

よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
規
則
（
併
合
罪
の
吸
収
主
義
。
佐
立
注
。）
を
、
よ
り
正
確
な
方
法
で
定
め
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
し
て
、
彼
は
次

の
よ
う
に
定
め
た
。
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
六
五
条
「
…
数
箇
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
の
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
最
も
厳
し
い
刑
罰
だ
け
が

宣
告
さ
れ
る
。」

政
府
の
発
言
者
は
、
立
法
院
の
前
で
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。「
こ
の
草
案
は
、
刑
罰
の
併
科
を

採
用
し
な
い
こ
と
を
明
白
に
決
定
し
ま
し
た
。
…
今
日
ま
で
、
刑
事
裁
判
所
は
、
法
律
の
明
文
に
従
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
判
例
に
従
っ
て
、

刑
罰
の
併
科
を
自
ら
に
禁
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で

す
。」（
原
注
⚒
）（
後
略
）

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て
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（
原
注
⚒
）
一
八
〇
八
年
十
一
月
二
十
九
日
の
立
法
院
の
審
議
で
の
、
フ
ォ
ー
ル
氏
に
よ
る
理
由
説
明
。
Locré
第
二
十
五
巻
、
五
七

七
頁
に
見
え
る
。

こ
の
オ
ル
ト
ラ
ン
の
記
述
を
読
む
限
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
六
五
条
の
立
法
者
は
、
併
合
罪
の
処
断
方
法
と
し
て
吸
収

主
義
を
採
用
し
た
理
由
を
示
し
て
い
な
い
。
オ
ル
ト
ラ
ン
が
引
用
す
る
フ
ォ
ー
ル
（
Faure）
に
よ
る
理
由
説
明
は
、
Locré
編

Législation
civile,com
m
erciale
et
crim
inelle
第
十
四
冊
（
一
八
三
六
年
。
V
erlag
K
eip
一
九
九
〇
年
）
Code
d̀
instruction

crim
inelle
第
二
巻
第
二
編
第
二
部
第
十
章
Exposé
de
m
otifs（
一
〇
四
頁
）
を
見
て
確
認
し
た
。
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め

に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
法
の
立
法
者
が
、
併
合
罪
の
処
断
方
法
と
し
て
、
な
ぜ
吸
収
主
義
を
採
用
し
た
の
か
、
オ
ル
ト
ラ
ン
の
説

明
を
読
ん
で
も
、
結
局
わ
か
ら
ず
じ
ま
い
な
の
で
あ
る
。

七

唐
律
の
二
罪
従
重
条

オ
ル
ト
ラ
ン
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
中
国
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
よ
り
千
年
以
上
も
前
か
ら
、
併
合
罪

の
吸
収
主
義
を
定
め
る
条
文
が
刑
法
典
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
。
唐
の
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）
に
頒
行
さ
れ
た
律
の
名
例
、
二
罪
従

重
条
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
唐
開
元
二
十
五
年
律
は
、
劉
俊
文
点
校
『
唐
律
疏
議
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
を
見
た
。

本
条
の
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
滋
賀
秀
三
訳
註
「
名
例
」（
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
（
五
）』
所
収
、
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十

四
年
）、
西
田
太
一
郎
『
中
国
刑
法
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）
第
十
章
「
併
合
罪
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
し
た
。

関
法

第
七
一
巻
五
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【原
文
】

諸
二
罪
以
上
倶
発
、
以
重
者
論
。（
本
注
。
謂
非
応
累
者
。
唯
具
条
其
状
、
不
累
軽
以
加
重
。
若
重
罪
応
贖
、
軽
罪
応
居
作
・
官
当
者
、

以
居
作
・
官
当
為
重
。）
等
者
、
従
一
。
若
一
罪
先
発
、
已
経
論
決
、
餘
罪
後
発
、
其
軽
若
等
、
勿
論
。
重
者
更
論
之
、
通
計
前
罪
、
以

充
後
数
。
即
以
贓
致
罪
、
頻
犯
者
、
並
累
科
。
若
罪
法
不
等
者
、
即
以
重
贓
併
満
軽
贓
、
各
倍
論
。（
本
注
。
累
、
謂
止
累
見
発
之
贓
。

倍
、
謂
二
尺
為
一
尺
。（
後
略
）。）（
中
略
）
累
併
不
加
重
者
、
止
従
重
。
其
応
除
・
免
・
倍
・
没
・
備
償
・
罪
止
者
、
各
尽
本
法
。

【訓
読
】

諸す
べ

て
二
罪
以
上
、
倶と

も

に
発
す
れ
ば
、
重
き
者
を
以
て
論
ず
。（
本
注
。
応ま

さ

に
累か

さ

ぬ
べ
き
に
非
ざ
る
者
を
謂
う
。
唯
だ
其
の
状
を
具
条
す

る
の
み
。
軽
き
を
累
ね
て
以
て
重
き
に
加
え
ず
。
若も

し
重
罪
応
に
贖
す
べ
く
、
軽
罪
応
に
居
作
・
官
当
す
べ
き
者
は
、
居
作
・
官
当
を
以

て
重
し
と
為
す
。）
等
し
き
者
は
一
に
従
う
。
若
し
一
罪
、
先
に
発
し
、
已
に
論
決
を
経
て
、
餘
罪
、
後
に
発
す
れ
ば
、
其
の
軽
き
若も

し

く
は
等
し
き
は
、
論
ず
る
勿な

し
。
重
き
者
は
更
に
之
れ
を
論
じ
、
前
罪
を
通
計
し
て
、
以
て
後
数
を
充み

た
す
。
即も

し
贓
を
以
て
罪
を
致
し
、

頻
り
に
犯
す
者
は
、
並
び
に
累
科
す
。
若
し
罪
法
、
等
し
か
ら
ざ
る
者
は
、
即
ち
重
贓
を
以
て
軽
贓
に
併
満
す
。
各
々
倍
論
す
。（
本
注
。

累
と
は
、
止
だ
見
発
の
贓
を
累
ぬ
る
を
謂
う
。
倍
と
は
、
二
尺
を
一
尺
と
為
す
を
謂
う
。（
後
略
）。）（
中
略
）
累
併
し
て
重
き
に
加
え
ざ

る
者
は
、
止
だ
重
き
に
従
う
。
其
れ
応
に
除
・
免
・
倍
・
没
・
備
償
・
罪
止
す
べ
き
者
は
、
各
々
本
法
を
尽
く
す
。

【和
訳
】

二
つ
以
上
の
罪
が
一
緒
に
発
覚
し
た
と
き
は
、
重
い
罪
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
。（
本
注
。
贓
額
を
合
計
す
べ
き
罪
（
後
出
）
で
は
な

い
罪
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
番
重
い
罪
以
外
の
罪
は
、
判
決
文
の
中
に
罪
状
を
列
挙
す
る
だ
け
で
あ
る
。
軽
い
罪
を
重
い
罪
に
積
み
重
ね

る
こ
と
は
し
な
い
。
も
し
、
重
い
罪
に
贖
（
実
刑
を
銅
で
贖
う
処
分
）
が
許
さ
れ
、
軽
い
罪
が
居
作
（
労
役
）
あ
る
い
は
官
当
（
官
と
引

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て
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き
換
え
に
実
刑
を
免
除
す
る
処
分
）
に
当
た
る
と
き
は
、
居
作
・
官
当
に
当
た
る
罪
を
重
い
罪
と
す
る
。）
罪
の
重
さ
が
等
し
い
と
き
は
、

一
つ
の
罪
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
。
も
し
、
一
つ
の
罪
が
先
に
発
覚
し
、
判
決
が
下
さ
れ
、
あ
る
い
は
刑
が
執
行
さ
れ
て
か
ら
後
で
、
余

罪
が
発
覚
し
た
と
き
は
、
そ
の
余
罪
が
、
先
に
発
覚
し
た
罪
と
比
べ
て
軽
く
、
も
し
く
は
等
し
け
れ
ば
、
そ
の
余
罪
に
つ
い
て
判
決
を
下

さ
な
い
。
余
罪
の
方
が
重
け
れ
ば
、
判
決
を
や
り
直
し
て
、
重
い
余
罪
に
従
っ
て
判
決
を
下
し
、
前
の
判
決
が
科
し
た
刑
を
後
の
判
決
が

科
し
た
刑
に
算
入
す
る
。

も
し
、
贓
物
を
得
た
こ
と
が
理
由
で
罪
に
な
る
贓
罪
（
強
窃
盗
罪
、
賄
賂
を
受
贈
す
る
罪
等
）
を
、
発
覚
前
に
い
く
つ
も
犯
し
た
と
き

は
、
ど
の
贓
罪
で
あ
っ
て
も
、
贓
額
を
合
計
し
て
二
で
割
っ
て
、
刑
を
導
き
出
す
。
も
し
、
贓
罪
の
重
さ
が
同
じ
で
な
い
と
き
は
、
重
い

罪
の
贓
額
を
軽
い
罪
の
贓
額
に
合
併
し
て
二
で
割
っ
て
、
刑
を
導
き
出
す
。（
本
注
。
贓
額
を
合
計
す
る
（
原
文
。
累
）
と
は
、
現
に
発

覚
し
た
罪
の
贓
額
だ
け
を
合
計
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
い
く
つ
か
の
贓
罪
を
犯
し
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
先
ず
発
覚
し
た
と

き
は
、
先
ず
発
覚
し
た
罪
の
贓
額
を
合
計
し
て
二
で
割
っ
て
、
刑
を
導
き
出
し
、
判
決
を
下
す
。
後
で
残
り
の
贓
罪
が
発
覚
し
た
と
き
は
、

後
で
発
覚
し
た
罪
の
贓
額
だ
け
を
合
計
し
て
二
で
割
っ
て
、
刑
を
導
き
出
し
、
前
の
刑
と
比
べ
て
重
け
れ
ば
、
後
の
刑
を
科
す
る
判
決
を

下
し
、
前
の
刑
を
後
の
刑
に
算
入
す
る
。
佐
立
注
。）。
二
で
割
る
（
原
文
。
倍
）
と
は
、
二
尺
を
一
尺
に
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
後
略
）。）（
中
略
）
合
計
・
合
併
し
て
刑
を
導
き
出
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
の
中
で
最
も
重
い
罪
に
当
た
る
刑
よ
り
も
重
く
な
ら
な
い

と
き
は
、
た
だ
そ
の
最
も
重
い
罪
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
。

除
名
・
免
官
・
倍
備
（
盗
贓
の
額
の
二
倍
を
償
わ
せ
る
こ
と
）・
没
官
・
備
償
・
罪
止
（
刑
を
加
重
し
な
い
こ
と
）
の
処
分
は
、
い
ず

れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
を
定
め
た
条
文
の
規
定
通
り
に
行
う
。

関
法
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現
行
日
本
刑
法
第
四
十
五
条
が
定
め
る
併
合
罪
は
、
あ
る
罪
に
対
す
る
判
決
が
確
定
す
る
前
に
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
人
が
犯
し
た
、
そ

の
罪
を
含
む
二
個
以
上
の
罪
で
あ
る
が
、
唐
律
の
二
罪
従
重
条
が
定
め
る
併
合
罪
は
、
あ
る
罪
が
発
覚
す
る
前
に
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
人

が
犯
し
た
、
そ
の
罪
を
含
む
二
個
以
上
の
罪
で
あ
る
（
滋
賀
前
掲
、
一
七
二
頁
）。

本
条
の
律
文
に
附
さ
れ
た
本
注
に
「
唯
だ
其
の
状
を
具
条
す
る
の
み
。（
一
番
重
い
罪
以
外
の
罪
は
、
判
決
文
の
中
に
罪
状
を
列
挙
す

る
だ
け
で
あ
る
。）」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
条
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
は
、
罪
を
吸
収
す
る
も
の
で
は
な
く
、
刑
を
吸
収
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
注
と
は
、
律
の
本
文
に
は
じ
め
か
ら
附
さ
れ
て
い
る
注
で
あ
っ
て
、
律
の
本
文
と
同
じ
効
力
を
持

つ
。本

条
が
定
め
る
併
合
罪
に
対
す
る
処
断
方
法
は
、
併
合
罪
の
中
に
複
数
の
贓
罪
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
一
番
重
い
罪
を
選
ん
で
、

そ
の
罪
に
当
た
る
刑
を
科
し
、
併
合
罪
の
中
に
複
数
の
贓
罪
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
贓
額
を
合
計
・
合
併
し
て
二
で
割
る
こ
と
に

よ
っ
て
導
き
出
し
た
刑
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
贓
罪
及
び
贓
罪
以
外
の
罪
の
中
で
一
番
重
い
罪
に
当
た
る
刑
と
を
比
べ
て
、
一
番
重
い
刑
を
科

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

八

漢
律
の
一
人
有
数
罪
条

唐
律
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
由
来
は
、
漢
律
ま
で
溯
る
。
程
樹
徳
『
九
朝
律
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
。
六
十
八
頁
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
春
秋
公
羊
伝
』
荘
公
十
年
二
月
条
に
附
さ
れ
た
何
休
の
注
に
、「
猶
律
一
人
有
数
罪
、
以
重
者
論
之
。（
猶
お
律

に
、
一
人
、
数
罪
有
ら
ば
、
重
き
者
を
以
て
之
れ
を
論
ず
、
と
あ
る
が
ご
と
し
。）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
何
休
は
後
漢
の
人
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
律
は
漢
律
で
あ
る
。
漢
律
の
こ
の
条
文
が
前
漢
の
初
め
に
既
に
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
出
土
竹
簡
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

一
七

(一
四
六
二
)



一
九
八
三
年
十
二
月
か
ら
行
わ
れ
た
、
湖
北
省
江
陵
県
の
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
の
発
掘
で
、
そ
の
槨
室
内
か
ら
、「
二
年
律
令
」
と

題
さ
れ
た
五
百
二
十
六
枚
の
竹
簡
が
発
見
さ
れ
た
（『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。「
前
言
」「
二

年
律
令
釈
文
注
釈
」
一
三
三
頁
）。
そ
の
う
ち
「
具
律
」（
後
世
の
律
の
「
名
例
律
」
に
当
た
る
。）
と
題
さ
れ
た
竹
簡
に
属
す
る
第
九
十

九
号
竹
簡
は
、「
一
人
有
数
」「
罪
殹
以
其
重
罪＝

之
」
と
記
さ
れ
た
二
つ
の
断
片
か
ら
成
る
（
同
上
書
「
二
年
律
令
図
版
」
十
五
頁
、

「
二
年
律
令
釈
文
注
釈
」
一
四
八
頁
）。「
殹
」
は
「
也
」
で
あ
る
。「＝

」
は
重
文
符
号
で
あ
る
。「
以
其
重
罪＝

之
」
は
「
以
其
重
罪
罪

之
（
其
の
重
罪
を
以
て
之
れ
を
罪
す
）」
と
読
む
。

冨
谷
至
編
『
江
陵
張
家
山
二
四
七
号
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究
（
訳
注
篇
）』（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。「
具
律
」《
九
九
》
注
①
）
は
、

こ
の
「
二
年
律
令
」
第
九
十
九
号
竹
簡
に
つ
い
て
、「
切
れ
目
は
完
全
に
分
離
。
間
に
何
か
缺
け
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
つ

な
が
っ
て
、
簡
頭
が
缺
け
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
も
し
「
一
人
有
数
」
の
文
字
と
「
罪
殹
以
其
重
罪＝

之
」
の
文

字
と
が
直
接
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
竹
簡
に
記
さ
れ
た
具
律
の
条
文
は
「
一
人
有
数
罪
殹
、
以
其
重
罪
罪
之
。（
一
人
、
数
罪
有

ら
ば
、
其
の
重
き
罪
を
以
て
之
れ
を
罪
す
。）」
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、『
春
秋
公
羊
伝
』
の
何
休
の
注
が
引
く
漢
律
の
条
文
と
よ
く
似
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
「
一
人
有
数
」
の
文
字
と
「
罪
殹
以
其
重
罪＝

之
」
の
文
字
と
が
直
接
に
は
つ
な
が
ら
な
く
て
も
、「
以
其
重

罪
罪
之
（
其
の
重
き
罪
を
以
て
之
れ
を
罪
す
）」
と
い
う
文
言
か
ら
見
て
、
こ
の
竹
簡
に
記
さ
れ
た
律
文
が
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
（
冨
谷
編
同
上
書
「
具
律
」《
九
九
》
解
説
）。

｢二
年
律
令
」
の
「
二
年
」
は
前
漢
の
呂
后
二
年
（
前
一
八
六
）
で
あ
る
と
推
断
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』「
二
年
律

令
釈
文
注
釈
」
一
三
三
頁
）。
す
る
と
、
中
国
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
よ
り
実
に
二
千
年
も
前
か
ら
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義

を
定
め
る
条
文
が
律
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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な
お
、
堀
毅
「
唐
律
溯
源
改
」（
瀧
川
政
次
郎
博
士
米
寿
記
念
論
集
『
律
令
制
の
諸
問
題
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
昭
和
五
十
九
年
）
は
、

漢
律
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
は
秦
律
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
、
と
推
定
し
て
い
る
。

九

明
清
律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条

唐
律
の
二
罪
従
重
条
は
明
律
に
引
き
継
が
れ
た
。
洪
武
三
十
年
（
一
三
九
七
）
に
頒
行
さ
れ
た
『
大
明
律
』
の
名
例
律
、
二
罪
倶
発
以

重
論
条
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
洪
武
三
十
年
の
明
律
は
、
懐
效
鋒
点
校
『
大
明
律
』（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
を
見

た
。【原

文
】

凡
二
罪
以
上
倶
発
、
以
重
者
論
。
罪
各
等
者
、
従
一
科
断
。
若
一
罪
先
発
、
已
経
論
決
、
餘
罪
後
発
、
其
軽
若
等
、
勿
論
。
重
者
更
論

之
、
通
計
前
罪
、
以
充
後
数
。（
本
注
。
謂
如
二
次
犯
窃
盗
、
一
次
先
発
、
計
贓
一
十
貫
、
已
杖
七
十
。
一
次
後
発
、
計
贓
四
十
貫
、
該

杖
一
百
。
合
貼
杖
三
十
。
如
有
禄
人
、
節
次
受
人
枉
法
贓
八
十
貫
、
内
四
十
貫
先
発
、
已
杖
一
百
徒
三
年
、
四
十
貫
後
発
、
難
同
止
累
見

発
之
贓
。
合
併
取
前
贓
、
通
計
八
十
貫
、
更
科
全
罪
、
断
従
処
絞
之
類
。）
其
応
入
官
・
賠
償
・
刺
字
・
罷
職
・
罪
止
者
、
各
尽
本
法
。

（
本
注
略
）

【訓
読
】

凡す
べ

て
二
罪
以
上
、
倶
に
発
す
れ
ば
、
重
き
者
を
以
て
論
ず
。
罪
、
各
々
等
し
き
者
は
、
一
に
従
い
て
科
断
す
。
若
し
一
罪
、
先
に
発
し
、

已
に
論
決
を
経
て
、
餘
罪
、
後
に
発
す
れ
ば
、
其
の
軽
き
若
し
く
は
等
し
き
は
、
論
ず
る
勿
し
。
重
き
者
は
更
に
之
れ
を
論
じ
、
前
罪
を

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

一
九

(一
四
六
〇
)



通
計
し
て
、
以
て
後
数
を
充み

た
す
。（
本
注
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
、
如も

し
、
二
次
、
窃
盗
を
犯
し
、
一
次
、
先
に
発
し
、
贓
を
計
る
に
一
十

貫
、
已
に
杖
七
十
。
一
次
、
後
に
発
し
、
贓
を
計
る
に
四
十
貫
、
杖
一
百
に
該あ

た

る
。
合ま

さ

に
杖
三
十
を
貼つ

く
べ
し
。
如
し
、
禄
有
る
人
、
節

次
に
人
の
枉
法
贓
八
十
貫
を
受
け
、
内
四
十
貫
、
先
に
発
し
、
已
に
杖
一
百
徒
三
年
。
四
十
貫
、
後
に
発
せ
ば
、
止
だ
見
発
の
贓
を
累か

さ

ぬ

る
に
同
じ
く
す
る
こ
と
難
し
。
合ま

さ

に
前
贓
を
併
せ
取
り
、
八
十
貫
を
通
計
し
て
、
更
め
て
全
罪
を
科
し
、
断
じ
て
絞
に
処
す
る
に
従
う
べ

き
の
類
な
り
。）
其
れ
応ま

さ

に
入
官
・
賠
償
・
刺
字
・
罷
職
・
罪
止
す
べ
き
者
は
、
各
々
本
法
を
尽
く
す
。（
本
注
略
）

【和
訳
】

二
つ
以
上
の
罪
が
一
緒
に
発
覚
し
た
と
き
は
、
重
い
罪
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
。
罪
の
重
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
と
き
は
、
一
つ
の
罪

に
従
っ
て
判
決
を
下
す
。
も
し
、
一
つ
の
罪
が
先
に
発
覚
し
、
判
決
が
下
さ
れ
、
あ
る
い
は
刑
が
執
行
さ
れ
て
か
ら
後
で
、
余
罪
が
発
覚

し
た
と
き
は
、
そ
の
余
罪
が
、
先
に
発
覚
し
た
罪
と
比
べ
て
軽
く
、
も
し
く
は
等
し
け
れ
ば
、
そ
の
余
罪
に
つ
い
て
判
決
を
下
さ
な
い
。

余
罪
の
方
が
重
け
れ
ば
、
判
決
を
や
り
直
し
て
、
重
い
余
罪
に
従
っ
て
判
決
を
下
し
、
前
の
判
決
が
科
し
た
刑
を
後
の
判
決
が
科
し
た
刑

に
算
入
す
る
。（
本
注
。
こ
の
条
文
の
意
味
は
次
の
通
り
。
例
え
ば
、
二
度
、
窃
盗
罪
を
犯
し
、
一
つ
の
窃
盗
罪
が
先
に
発
覚
し
、
贓
額

を
計
算
し
て
十
貫
で
あ
っ
た
の
で
、
杖
七
十
の
判
決
が
下
さ
れ
、
執
行
さ
れ
た
と
す
る
。
も
う
一
つ
の
窃
盗
罪
が
そ
の
後
で
発
覚
し
、
贓

額
を
計
算
し
て
四
十
貫
で
あ
っ
た
の
で
、
杖
一
百
に
当
た
る
。
す
る
と
、
杖
三
十
を
追
加
し
て
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
例

え
ば
、
俸
給
を
も
ら
っ
て
い
る
官
吏
が
、
折
々
、
あ
る
人
か
ら
賄
賂
を
受
け
て
法
を
枉ま

げ
、
贓
額
が
八
十
貫
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
う

ち
四
十
貫
が
先
に
発
覚
し
、
杖
一
百
徒
三
年
の
判
決
が
下
さ
れ
、
執
行
さ
れ
た
。
残
り
の
四
十
貫
が
そ
の
後
で
発
覚
し
た
と
す
る
と
、

「
た
だ
現
に
発
覚
し
た
罪
の
贓
額
だ
け
を
合
計
す
る
」
場
合
と
同
じ
扱
い
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
の
贓
額
四
十
貫
を
併
せ
て
、
通

計
し
て
八
十
貫
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
、
全
八
十
貫
の
賄
賂
を
受
け
て
法
を
枉
げ
た
罪
を
科
し
、
絞
刑
に
処
す
る
判
決
を
下
さ
な
け
れ
ば

関
法
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な
ら
な
い
。
等
々
。）
入
官
（
没
収
の
こ
と
）・
賠
償
・
刺
字
（
入
墨
）・
罷
職
・
罪
止
（
刑
を
加
重
し
な
い
こ
と
）
の
処
分
は
、
い
ず
れ

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
を
定
め
た
条
文
の
規
定
通
り
に
行
う
。（
本
注
略
）

こ
の
明
律
の
条
文
を
唐
律
の
二
罪
従
重
条
と
比
べ
る
と
、
こ
の
条
文
の
「
二
罪
以
上
倶
発
」
か
ら
「
通
計
前
罪
以
充
後
数
」
ま
で
は
、

「
罪
各
等
者
、
従
一
科
断
」
が
唐
律
で
は
「
等
者
、
従
一
」
と
な
っ
て
い
る
他
は
、
唐
律
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
唐
律
の
本
注

の
「
謂
非
応
累
者
。
唯
具
条
其
状
、
不
累
軽
以
加
重
。
若
重
罪
応
贖
、
軽
罪
応
居
作
・
官
当
者
、
以
居
作
・
官
当
為
重
。」
と
い
う
規
定

を
引
き
継
い
で
い
な
い
の
で
、
軽
い
罪
の
罪
状
を
判
決
文
の
中
に
列
挙
す
る
の
か
ど
う
か
、
贖
が
許
さ
れ
る
重
い
罪
と
贖
が
許
さ
れ
な
い

軽
い
罪
と
で
は
ど
ち
ら
が
重
い
の
か
、
こ
の
明
律
の
条
文
を
読
ん
で
も
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
唐
律
の
「
即
以
贓
致
罪
、
頻
犯
者
並
累
科
。

若
罪
法
不
等
者
、
即
以
重
贓
併
満
軽
贓
、
各
倍
論
。（
本
注
。
累
、
謂
止
累
見
発
之
贓
。
倍
、
謂
二
尺
為
一
尺
。）」
と
い
う
条
文
を
引
き

継
い
で
い
な
い
。

本
注
の
「
如
有
禄
人
節
次
受
人
枉
法
贓
八
十
貫
」
以
下
の
文
は
、
唐
律
の
二
罪
従
重
条
の
律
疏
の
問
答
の
文
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た

文
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
、
こ
の
本
注
の
文
に
出
て
く
る
「
難
同
止
累
見
発
之
贓
（
止
だ
見
発
の
贓
を
累か

さ

ぬ
る
に
同
じ
く
す
る
こ

と
難
し
）」
と
い
う
文
言
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
実
際
、
荻
生
徂
徠
『
明
律
国
字
解
』（
内
田
智
雄
・
日
原
利
国
校
訂
、
創
文
社
、
一
九

六
六
年
。
九
十
一
頁
）
は
、「
止
累
見
発
之
贓
」
の
「
止
」
を
「
上
」
字
の
誤
り
で
あ
る
、
と
誤
解
し
て
い
る
。

贓
罪
の
併
合
罪
に
対
す
る
処
断
方
法
に
つ
い
て
、
明
律
で
は
、
刑
律
、
賊
盗
、
窃
盗
条
に
「
但お

よ

そ
財
を
得
る
者
は
、
一
主
を
以
て
重
し

と
為
す
。（
本
注
。
一
主
を
以
て
重
し
と
為
す
と
は
、
謂
う
こ
こ
ろ
は
、
如も

し
二
家
の
財
物
を
盗
み
得
た
ら
ば
、
一
家
の
贓
多
き
者
に
従

い
て
罪
を
科
す
。）」、
刑
律
、
受
贓
、
官
吏
受
財
条
に
「
有
禄
人
。
枉
法
贓
、
各
主
な
れ
ば
、
通
算
し
て
全
科
す
。（
本
注
。
謂
う
こ
こ
ろ

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て
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は
、（
中
略
）
如
し
十
人
の
財
を
受
け
、
一
時
に
事
発
す
れ
ば
、
通
算
し
て
一
処
と
作な

し
、
其
の
罪
を
全
科
す
。）」「
不
枉
法
贓
、
各
主
な

れ
ば
、
通
算
し
て
折
半
し
て
科
罪
す
。（
本
注
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
、（
中
略
）
如
し
十
人
の
財
を
受
け
、
一
時
に
事
発
す
れ
ば
、
通
算
し
て

一
処
と
作
し
、
折
半
し
て
科
罪
す
。）」、
坐
贓
致
罪
条
に
「
坐
贓
に
て
罪
に
致
り
、
各
主
な
れ
ば
、
通
算
し
て
、
折
半
し
て
科
罪
す
。」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。

明
律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
は
、
清
の
順
治
三
年
（
一
六
四
六
）
に
成
っ
た
順
治
律
（『
大
清
律
集
解
附
例
』）
に
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま

引
き
継
が
れ
た
。
順
治
律
の
名
例
、
二
罪
倶
発
以
重
論
条
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
順
治
律
は
『
中
国
珍
稀
法
律
典
籍
続
編
』

第
五
冊
（
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
見
た
。

【原
文
】

凡
二
罪
以
上
倶
発
、
以
重
者
論
。
罪
各
等
者
、
従
一
科
断
。
若
一
罪
先
発
、
已
経
論
決
、
餘
罪
後
発
、
其
軽
若
等
、
勿
論
。
重
者
更
論

之
、
通
計
前
（
小
注
。
所
論
決
之
）
罪
、
以
充
後
（
小
注
。
発
之
）
数
。（
本
注
。
謂
如
二
次
犯
窃
盗
、
一
次
先
発
、
計
贓
一
十
両
、
已

杖
七
十
。
一
次
後
発
、
計
贓
四
十
両
、
該
杖
一
百
。
合
貼
杖
三
十
。
如
有
禄
人
、
節
次
受
人
枉
法
贓
四
十
両
、
内
二
十
両
先
発
、
已
杖
六

十
徒
一
年
。
二
十
両
後
発
、
難
同
止
累
見
発
之
贓
、
合
併
取
前
贓
、
通
計
四
十
両
。
更
科
全
罪
、
徒
三
年
。）
其
応
（
小
注
。
贓
）
入
官
、

（
小
注
。
物
）
賠
償
、（
小
注
。
盗
）
刺
字
、（
小
注
。
官
）
罷
職
、
罪
止
者
、（
小
注
。
罪
雖
勿
論
、
或
重
科
、
或
従
一
、
仍
）
各
尽
本
法
。

（
本
注
略
）

こ
れ
を
明
律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
と
比
べ
る
と
、
順
治
律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
で
は
、
小
注
が
加
え
ら
れ
、
贓
額
の
単
位
が
貫
か

関
法

第
七
一
巻
五
号

二
二

(一
四
五
七
)



ら
両
に
変
わ
り
、
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
有
禄
人
の
枉
法
贓
の
総
額
が
八
十
貫
か
ら
四
十
両
に
変
わ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
刑
が
絞

か
ら
徒
三
年
に
変
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
に
頒
行
さ
れ
た
雍
正
律
（『
大
清
律
集
解
附
例
』）
を
経
て
、
乾
隆
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
成
っ
た
乾
隆
律

（『
大
清
律
例
』）
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
で
は
、
順
治
律
同
条
の
本
注
の
「
難
同
止
累
見
発
之
贓
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
、「
更
科
全
罪
、

徒
三
年
。」
の
後
に
「
不
枉
法
贓
及
坐
贓
、
不
通
計
前
科
。」
の
文
言
が
加
え
ら
れ
た
。
呉
壇
『
大
清
律
例
通
考
』（
馬
建
石
・
楊
育
棠
主

編
『
大
清
律
例
通
考
校
注
』
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。
二
八
五
頁
）
に
拠
れ
ば
、「
難
同
止
累
見
発
之
贓
」
の
文
言
が
削

除
さ
れ
た
の
は
、
語
意
が
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
意
味
が
後
の
「
併
取
前
贓
通
計
」
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

十

罪
刑
法
定
主
義
と
併
合
罪
の
吸
収
主
義

そ
れ
で
は
、
旧
中
国
の
律
は
、
な
ぜ
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
旧
刑
法
の
草
案
で
あ
る
『
日
本
刑
法
草

案
』
の
編
纂
会
議
で
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
鶴
田
皓
は
、「
然
し
、
先
づ
一
の
重
き
に
従
ふ
と
為
す
べ
き

方
な
り
。
畢
竟
、
最
初
一
罪
を
犯
し
た
る
時
、
直
ち
に
之
を
捕
へ
て
罰
せ
ざ
る
は
、
政
府
の
落
度
も
あ
る
べ
き
な
り
。
然
る
に
、
其
数
罪

を
犯
し
た
る
後
に
至
り
、
之
を
重
く
罰
す
る
は
、
教
へ
ず
し
て
罪
み
す
る
も
の
な
り
。」（『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
早

稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
一
年
。
三
四
九
頁
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）
と
述
べ
て
い
る
。「
教

へ
ず
し
て
罪
み
す
る
も
の
」
と
は
、『
論
語
』
堯
曰
の
「
不
教
而
殺
、
謂
之
虐
。」
を
踏
ま
え
た
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
旧
中
国
の
律
に

つ
い
て
は
、
そ
の
立
法
者
が
、『
論
語
』
の
こ
の
思
想
に
従
っ
て
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。

旧
中
国
の
律
が
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
採
用
し
た
の
は
、
旧
中
国
の
律
が
罪
刑
法
定
主
義
を
採
用
し
た
こ
と
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
、

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て
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と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
犯
罪
と
そ
れ
に
対
応
す
る
刑
罰
と
を
あ
ら
か
じ
め
成
文
の
法
律
の
中
に
定
め
て
公
開
す
る
罪
刑
法
定
主
義
の
目

的
は
、
官
吏
の
横
暴
か
ら
人
民
を
守
る
こ
と
と
、
人
民
が
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
の
二
つ
で
あ
る
。
罪
を
犯
し
た
者
に
刑
罰

を
与
え
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
罪
を
犯
し
た
者
に
刑
罰
を
与
え
る
の
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め

の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
人
民
が
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
は
、
各
人
民
が
た
く
さ
ん
の
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
各
人
民
が
一
つ
も
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
一
人
が
犯
し
た
数
個
の
罪
が
同
時
に
発
覚
し

た
と
き
は
、
そ
の
う
ち
の
最
も
重
い
罪
に
当
た
る
刑
罰
だ
け
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
各
人
民
が
一
つ
も
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と

い
う
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
、
必
要
か
つ
十
分
な
手
段
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
併
合
罪
の
処
断
方
法
の

う
ち
、
吸
収
主
義
こ
そ
が
、
罪
刑
法
定
主
義
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
処
断
方
法
で
あ
り
、
併
科
主
義
は
も
ち
ろ
ん
、
加

重
主
義
も
ま
た
、
罪
刑
法
定
主
義
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
過
剰
な
処
断
方
法
な
の
で
あ
る
。

十
一

仮
説
の
提
出

中
国
で
は
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
た
律
の
条
文
が
、
紀
元
前
二
世
紀
の
漢
代
か
ら
存
在
し
続
け
た
の
に
対
し
て
、
西
欧
諸
国
で

は
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
た
刑
事
法
典
の
条
文
が
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
七
八
七

年
の
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
、
フ
ラ
ン
ス
の
陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
一
七
九
一
年
の
法
律
、
一
七
九
五
年
の
罪
刑
法
典
、
一
八
〇
八
年

の
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
中
に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
。
こ
の
十
八
世
紀
末
の
時
期
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
第
八
条
が
罪
刑
法

定
主
義
を
提
出
し
た
一
七
八
九
年
の
直
前
直
後
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、
西
欧
諸
国
で
は
、
罪
刑
法
定
主
義
が
初
め
て
公
布
さ
れ
た
の
と
ほ

ぼ
同
時
に
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
刑
事
法
典
の
中
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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前
節
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
併
合
罪
の
処
断
方
法
の
う
ち
、
罪
刑
法
定
主
義
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
処
断
方
法
は
吸

収
主
義
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
刑
事
法
典
（
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
は
罪
刑
法
定
主
義
の
要
件
を
充
た
し

て
い
な
い
け
れ
ど
も
）
が
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
採
用
し
た
の
は
正
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
昔
か
ら
罪
刑
擅
断
主
義
、
厳
刑
主
義
の
刑

事
裁
判
を
行
っ
て
き
た
国
の
刑
事
法
典
で
、
罪
刑
法
定
主
義
を
採
用
し
た
途
端
に
、
併
合
罪
に
対
す
る
処
断
方
法
と
し
て
、
併
科
主
義
で

も
制
限
併
科
主
義
で
も
な
く
、
吸
収
主
義
を
採
用
し
た
の
は
、
唐
突
で
は
な
か
ろ
う
か
。
併
科
主
義
で
あ
っ
て
も
、
罪
刑
法
定
主
義
の
目

的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
過
剰
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
罪
刑
法
定
主
義
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
罪
刑
法
定
主

義
を
採
用
し
た
他
の
西
欧
諸
国
の
刑
法
典
で
は
、
併
合
罪
に
対
す
る
処
断
方
法
と
し
て
、
制
限
併
科
主
義
あ
る
い
は
加
重
主
義
が
採
用
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
司
法
省
第
八
局
編
輯
『
刑
法
表
』
明
治
十
六
年
、
信
山
社
、
平
成
十
五
年
。
一
四
六
頁
か
ら
八
頁
。
岡
田
朝
太
郎

『
比
較
刑
法
』
下
巻
、
信
山
社
、
平
成
十
六
年
復
刻
版
。
一
二
一
頁
か
ら
一
三
二
頁
）。

唐
突
と
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
西
欧
で
十
八
世
紀
に
な
っ
て
は
じ
め
て
罪
刑
法
定
主
義
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
唐
突
で
あ
る

（
別
稿
で
説
明
す
る
よ
う
に
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
は
罪
刑
法
定
主
義
の
淵
源
で
は
な
い
。）。
西
欧
諸
国
の
刑
法
典
の
中
で
最
初
に
罪
刑
法

定
主
義
に
従
っ
て
編
纂
さ
れ
た
刑
法
典
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
七
九
一
年
の
刑
法
典
で
あ
る
（
こ
の
刑
法
典
に
つ
い
て
は
、
内
田
博
文
・
中

村
義
孝
共
訳
「
フ
ラ
ン
ス
一
七
九
一
年
刑
法
典
」『
立
命
館
法
学
』
一
九
七
一
年
第
二
号
掲
載
を
参
照
。）。
こ
の
刑
法
典
に
は
併
合
罪
の

処
断
方
法
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
陪
審
員
の
設
置
に
関
す
る
一
七
九
一
年
の
法
律
の
条
文
に
併
合
罪
の
吸
収
主
義
が
定
め
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
西
欧
で
初
め
て
罪
刑
法
定
主
義
に
基
づ
く
刑
法
典
が
作
ら
れ
た
時
、
併
合
罪
の
処
断
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
中
国
の

律
と
同
じ
吸
収
主
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
西
欧
の
罪
刑
法
定
主
義
は
、
西
欧
古
来
の
法
律
学
の
蓄
積
か
ら
自
然
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
の
罪
刑
法
定
主
義

併
合
罪
の
吸
収
主
義
の
成
立
に
つ
い
て
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が
、
中
国
で
活
動
し
て
い
た
西
欧
人
宣
教
師
か
ら
の
情
報
等
に
よ
っ
て
、
中
国
か
ら
西
欧
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
十
八
世
紀
末
か

ら
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
法
典
の
条
文
に
定
め
ら
れ
て
い
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
は
、
そ
の

こ
と
を
示
す
痕
跡
で
あ
る
、
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
中
国
の
罪
刑
法
定
主
義
が
、
清
律
の
内
容
に
つ
い
て
の
情
報
と
一
緒
に
、
西
欧
の
有

識
者
層
に
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
、
西
欧
で
初
め
て
罪
刑
法
定
主
義
に
基
づ
く
刑
事
法
典
を
編
纂
す
る
際
、
そ
の
立
法
者
に
対
し
て
清
律
の

内
容
が
影
響
を
与
え
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
の
立
法
者
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
罪
刑
法
定
主
義
に
つ
い
て

の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
仮
説
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
は
、
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ナ
刑
法
典
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
七
九
一
年
の
刑
法
典
、
一
七
九
五

年
の
罪
刑
法
典
の
条
文
を
清
律
の
条
文
と
比
べ
て
、
そ
の
中
に
清
律
の
内
容
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
条
文

が
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
る
条
文
の
他
に
も
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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